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取扱説明書
AC-050

このたびは、「うごけばーぁミニ」をお買い上げ、レンタルしていただき誠にありがとうございます。
うごけばーぁミニは立ち上がり補助用具（介助バー）として使用します。
この取扱説明書には、うごけばーぁミニを安全にご使用いただくための注意事項、取付方法や
使用方法などを記載しております。
ご使用になる前に、必ず本書をよくお読みの上、正しくご理解し安全にご使用ください。
お読みになった後は大切に保管していただき、取り扱いのわからないときや不都合が生じたとき
お役立てください。
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名　　　称 うごけばーぁミニ
品　　　番 AC-050
材　　　質 スチール製(粉体抗菌焼付塗装)
外　　　寸 長さ980mm、高さ510mm　（ボトム面よりアーム高さ300mm）
製品重量 約5.9ｋｇ
内　容　物 本体・六角レンチ

取り扱いを誤ると重大事故につながるおそれがありますので、ご使用前に本書を必ずよく
お読みの上、正しくご使用ください。

【警告ラベル】

●うごけばーぁミニをご使用して頂く上で、注意して
頂きたい項目をラベルにして貼ってあります。はがし
たり傷つけたりしないで下さい。

●ラベルが剥がれたり、傷ついてしまった場合はお
近くの販売店に連絡してください。

本体

アーム

セーフティーロック

保護バー

差し込みパイプ

H０２製品識別表示
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本製品

日常のお手入れおよび点検

製品の動作に異常がないか定期的に点検してください。
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①アームを固定したまま、差し込みパイプを
　ベッドの固定型サイドフレームの穴へ差し込
　んでください。

②差し込みパイプが固定型サイドフレーム
　の穴に根元まで入っていることを確認し、
　付属の六角レンチで固定ねじを締め付け
　て下さい。

差し込みパイプ

アーム

六角レンチ

セーフティーロック

【アームの角度調節方法】

操作によって、アームをベッド外側へ135°まで
45°刻みで固定できます。ご使用に合わせた
角度に調節してご使用下さい。

①セーフティーロックを解除し、アームを上に持ち
　上げて使用したい角度に合わせてアームを下
　ろしてください。

②セーフティーロックを固定し、アームが持ち上
　がらないか確認してください。

セーフティーロックにあそび（ゆるみ）がある
場合はロックがされていないので、アーム
を少し上に持ち上げると固定されます。

セーフティーロック

固定（下げる） 解除（上げる）

ご使用時はセーフティーロックが下げてあり、アームが固定されているか
確認してください。固定が不安定であると、移乗時などに転倒しケガをす
るおそれがあります。

■ベッド本体を移動する際に、介助バーを持って移動させないでください。
　　　●介助バーが破損したり、介助バーが抜けて転倒し、ケガをする可能性があります。

■指定以外の製品とは組合せしないでください。
　　　●介助バーをベッドに取り付ける際に、必ず適合品を使用してください。
　　　　　ベッドや介助バーなどに負担をかけ、ケガをしたり故障するおそれがあります。
　　　　　適合品については、販売店もしくは弊社までお問い合わせ下さい。

■近くにストーブ等の熱器具を置かないで下さい。
　　　●火災や火傷、変形・変質の原因になります。

■アームを回転させるときは指に注意してください。
　　　●アームのすき間（右図参照）に指を挟まないようにご注意ください。
　　　　ケガをする可能性があります。

固定ねじはしっかりとしめつけてくださ
い。使用中にベッドから外れ、思わぬ
事故やケガをするおそれがあります。

固定ねじ

■本書に記載されている手順以外に、
　　　　分解や改造を絶対に行わないでください。
　　　●介助バーが破損したり、介助バーが抜けて転倒し、ケガをする可能性があります。

■当社製以外のベッドに取り付けて使用しないでください。
　　　●破損したり、思わぬ事故によりケガをする可能性があります。

■介助バーに腰を掛けたり、もたれかかったりしないでください。
　　　●介助バーが破損したり、介助バーが抜けて転倒し、ケガをする可能性があります

■アーム部をベッド内側にむけて使用しないで下さい。
　　　●アームとベッドの間にはさまれて生命に関わる事故を起こす可能性があります。

■サイドレールとのすき間に十分注意してください。
　　　●差し込みサイドレールと組み合わせてご使用する場合、
　　　　　サイドレールとのすき間に頭や首をはさまれるおそれがあります。

■12才以下の子供や自分で
　　　　適切に操作できない方には操作させないようにしてください。
　　　●ご使用は介助者が操作するようにし、適切に操作できない方（認知症）が
　　　　　操作する可能性がある場合はベッドから取り外すなどをしてください。

アーム

●乳幼児は介助バーのすき間から、転落するおそれがありますので介護ベッドは
　　使用しないでください。

■ベッドのヘッドボードとのすき間に十分注意してください。
　　　●介助バーとヘッドボードとのすき間に頭や首を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はさまれるおそれがあります。

■ベッドを操作する際に、介助バーより外に頭や手足などを出さないでください。
　　　●周辺の物との間または介助バーのすき間に挟まれ、
　　　　　　　　　　生命に関わる重大な事故が発生する可能性があります。
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